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村
道
結
の
浜
線
（
結
橋
）
開
通
記
念
式
典
が
３
月　

日
、
同
地

２５

区
の
特
設
会
場
で
行
わ
れ
、
役
場
関
係
者
や
施
工
業
者
、
地
域
住

民
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

渡
り
初
め
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
開
通
記
念
式
典
で
島
袋
義
久
村

長
は
、「
村
道
結
の
浜
線
が
、
今
後
の
結
の
浜
地
区
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
、
地
域
活
性
化
に
大
い
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
主
催
者
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

村
道
結
の
浜
線
は
、
沖
縄
北
部
特
別
振
興
対
策
特
定
開
発
事
業

を
活
用
し
、
総
事
業
費　

億
６
８
０
０
万
円
で
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

１０

「
結
橋
」
の
一
般
通
行
が
可
能
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
本
路
線
が
全

線
開
通
を
迎
え
ま
し
た
。
全
長
は
１
７
１
９
メ
ー
ト
ル
。

　

式
後
に
は
、
結
橋
の
供
用
開
始
を
前
に
、
塩
屋
区
の
古
我
地
章

さ
ん
、
良
子
さ
ん
夫
妻
の
子
、
孫
に
亘
る
三
代
夫
婦
を
先
頭
に
、
出

席
者
全
員
で
「
渡
り
初
め
」
を
行
い
、
結
橋
の
開
通
を
祝
い
ま
し

た
。
古
我
地
章
さ
ん
は
、「
渡
り
初
め
の
大
役
を
務
め
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
い
。
結
の
浜
が
今
後
、
大
宜
味
村
の
拠
点
と
し
て
発

展
し
て
い
っ
て
欲
し
い
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。　
　

　

結
橋
は
長
さ　

メ
ー
ト
ル
、
幅　

メ
ー
ト
ル
。

９９

１０

主催者としてあいさつする島袋義久村長

渡り初めで、結橋を渡る関係者ら

　これまでのシークヮーサーは加工用果実の
生産が主体でしたが今後は高単価の期待でき
る青切り果実やフルーツ用果実の生産に力を
入れる必要があります。
　そのためシークヮーサー振興室では県の補
助事業を利用して「青切りおよびフルーツシー
クヮーサーを安定的に生産するための栽培マ
ニュアル」を作成しました。　植え付けの話か
ら病害虫管理、肥
培管理、フルーツ
シークヮーサーを
鳥から守るための
防鳥施設の設置な
ど、基本的な技術
を分かり易くまと
めています。
　ぜひシークヮー
サー生産者の方は
手に取って参考に
して下さい。

　大宜味村行政改革推進委員会（宮城成和委員長）

は３月３１日、平成２３年度からの４年間、村の行革

基本計画となる「第４次村行政改革大綱」を島袋

義久村長へ答申しました。

　行政改革推進のための主要事項は下記の７つと

なっています。

（１）事務事業・組織の見直し、定員管理の適正化

（２）給与及び諸手当等の適正化

（３）民間委託、公共施設の効率的管理運営

（４）財政の健全化

（５）開かれた村政及び情報化の推進

（６）職員の意識改革及び人材の育成

（７）村と県の適切な役割分担
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「
い
ぎ
み
て
ぃ
ぐ
ま
会
」
は
４
月　

日
、
第
８
回
お
お
ぎ
み
工
芸

１２

展
『
い
ぎ
み
て
ぃ
ぐ
ま
』
売
上
金
の
一
部
と
し
て　

万
３
千
円
と
、

２０

来
場
者
か
ら
の
募
金
５
万
５
２
６
６
円
を
合
わ
せ
、
計　

万
８
２

２５

６
６
円
を
村
役
場
に
託
し
ま
し
た
。
会
長
の
前
田
國
男
さ
ん
は
「
苦

し
い
と
き
は
『
ユ
イ
マ
ー
ル
』
の
心
で
、
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と

が
大
切
。
募
金
し
て
く
れ
た
人
に
も
感
謝
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
の
た
め
に
力
に
な
り
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
大
保

区
の
崎
山
千
代
子
さ
ん
が

４
月
１
日
、
畑
で
採
れ
た

ニ
ラ
、
チ
マ
サ
ン
チ
な
ど

の
野
菜
を
大
宜
味
村
役
場

に
無
償
提
供
し
、
同
日
役

場
庁
舎
前
で
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
同
様
に
、
喜
如
嘉
、
塩
屋
の
両
保
育
所
で
も
販
売

し
て
も
ら
い
、
提
供
し
た
約　

袋
の
野
菜
の
売
上
げ
は
、

９０

被
災
地
へ
全
額
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

崎
山
さ
ん
は
年
間
で
ニ
ラ
、
ネ
ギ
、
大
根
、
小
松
菜
な

ど
約　

種
類
の
野
菜
を
無
農
薬
で
つ
く
っ
て
お
り
、
約
７

１５

前
か
ら
村
給
食
セ
ン
タ
ー
に
も
採
れ
た
て
旬
の
野
菜
を
卸

し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
に
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ

て
も
ら
い
た
か
っ
た
」。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
し
た
い
と
の
思
い
が
取
り
組
み
の
き
っ
か

け
で
し
た
。
こ
の
時
期
、
子
ど
も
た
ち
は
春
休
み
に
入
っ

て
お
り
、
そ
の
分
を
被
災
地
の
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
を

思
い
つ
い
た
と
い
い
ま
す
。
人
の
た
め
に
、
自
分
の
で
き

る
こ
と
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
両
方
の
取
り
組
み
の
根

底
に
あ
り
、
原
動
力
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

崎
山
さ
ん
は
、
今
回
の
取
り
組
み
を
「
野
菜
を
送
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
気
持
ち
を
届
け
た
か
っ
た
」
と
振
り

返
り
、
今
後
も
多
く
の
人
が
関
わ
れ
る
よ
う
に
農
産
物
だ

け
で
な
く
、
み
ん
な
で
手
づ
く
り
の
お
か
し
を
販
売
す
る

な
ど
第
２
、
第
３
の
支
援
も
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

東
北
・
関
東
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
支
援
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
村
役
場
で
は
義
援
金
箱
の

設
置
と
、
義
援
金
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
４
月　

日
現
在
、

１９

各
団
体
か
ら
の
義
援
金
受
付
と
義
援
金
箱
の
金
額
を
合
わ
せ
総
額

　

万
８
３
７
２
円
が
集
ま
り
、
第
１
回
目
の
集
計
分
を
日
本
赤
十

６９字
社
沖
縄
支
部
に
義
援
金
と
し
て
送
金
し
ま
し
た
。
義
援
金
箱
は

他
に
も
、
道
の
駅
お
お
ぎ
み
、
村
立
歯
科
診
療
所
、
村
立
診
療
所
に

も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
は
、
９
月　

日
ま
で
。

３０

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

に
義
援
金
を
募
ろ
う
と
３
月　

日
〜　

日
の
期
間
、
喜
如

２２

３０

嘉
保
育
所
の
保
護
者
会
や
保
育
所
職
員
が
主
体
と
な
り
、

同
保
育
所
内
で
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
保
育
所
に
は
、
ベ
ビ
ー
服
や
大
人
服
と
い
っ
た
洋
服

を
中
心
に
、
玩
具
や
帽
子
、
バ
ッ
ク
、
食
器
、
野
菜
な
ど

約
１
０
０
０
点
に
も
及
ぶ
品
物
が
保
護
者
ら
か
ら
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
届
け
ら
れ
た
品
物
は
、
多
く
の
人
に
購
入
し

て
も
ら
お
う
と
値
段
を　

円
〜
１
５
０
円
と
低
価
格
に
設

１０

定
。
保
護
者
の
中
に
は
、
購
入
金
額
の
お
つ
り
を
支
援
金

に
充
て
て
ほ
し
い
と
申
し
入
れ
る
人
や
、
チ
ラ
シ
を
見
た

地
域
住
民
か
ら
も
品
物
の
提
供
が
相
次
ぐ
な
ど
、
人
と
人

の
「
思
い
」
で
つ
な
ぐ
支
援
の
輪
が
広
が
り
、
地
域
ぐ
る

み
の
活
動
に
展
開
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
ら
は
「
今
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
行
動

で
示
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
支
援
活
動
は
今
回

だ
け
で
な
く
、
長
期
的
に

し
て
い
き
た
い
」
と
力
を

込
め
ま
し
た
。

　

今
回
、
多
く
の
村
民
か

ら
集
ま
っ
た
バ
ザ
ー
の

収
益
金
は
日
本
赤
十
字

社
に
義
援
金
と
し
て
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
千
葉
県
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た

全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
き
じ
ょ

か
〜
ズ
は
４
月
４
日
、
派
遣
費
捻
出
の
資
金
造
成
活
動
で
集
め
た
資

金
の
一
部　

万
円
を
義
援
金
と
し
て
村
役
場
に
託
し
ま
し
た
。
き

１０

じ
ょ
か
〜
ズ
保
護
者
会
は
、
今
回
の
義
援
金
に
つ
い
て
「
き
じ
ょ
か
〜

ズ
と
し
て
で
は
な
く
、
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
の
気
持
ち
と
し
て
、
思

い
を
一
つ
に
で
き
る
よ
う
な
形
で
義
援
金
と
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

庁
舎
内 

見
取
り
図�

協
力
協
力
し
て
く
れ
た

し
て
く
れ
た�

   

人
た
ち
と
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ち
と
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を
い
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人
た
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と

た
ち
と
思
い
を
い
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に�

協
力
し
て
く
れ
た�

   

人
た
ち
と
思
い
を
共
に�

自慢の無農薬野菜を提供した崎山千代子さん

保護者らの活動を子どもたちも応援
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・
情
報
関
係
・
選
挙
・
防
災
・
行
政
相
談

人
事
関
係
・
互
助
会

給
与
・
公
務
災
害
・
共
済
事
業

財
政
計
画
・
予
算
・
基
金

交
付
税
・
起
債

村
、
県
民
税
・
た
ば
こ
税

家
屋
評
価
・
償
却
資
産
・
交
付
金
・
村
民
税
（
法
人
）

土
地
評
価

固
定
資
産
税
徴
収
・
軽
自
動
車
税

総
合
計
画
・
観
光
振
興
・
北
部
振
興
事
業

土
地
行
政
・
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

広
報
・
統
計

観
光
・
自
然
環
境
保
全
に
関
す
る
こ
と

出
納
業
務

出
納
業
務

戸
籍
・
人
口
動
態

住
民
票
・
印
鑑
登
録
・
外
人
登
録
・
窓
口
業
務

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

変�

変�
2F�
階段�

1F�
階段�

庁
舎
内

庁
舎
内 

見
取
り
図

見
取
り
図�

庁
舎
内 

見
取
り
図�

協
力
し
て
く
れ
た�

   

人
た
ち
と
思
い
を
共
に�

協
力
し
て
く
れ
た�

   

人
た
ち
と
思
い
を
共
に�



大宜味村行政機構及び�
職員配置図�
（平成23年４月現在）�

長�は係長�昇�は昇任�新�は新採用�

臨�は臨時�嘱�は嘱託�

5 広報� 第194号

産
業
振
興
課
長

新　

城　
　
　

寛

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
振
興
室
長

新　

城　
　
　

寛

建
設
環
境
課
長

山　

城　
　
　

均

�（
4
4
）3
2
3
2

�（
4
4
）3
0
8
4

�（
4
4
）3
2
8
0

�（
4
4
）3
0
0
8

福

祉

係

保

育

所

保
健
衛
生
係

農

政

係

産

業

係

環
境
水
道
係

建

設

係

 
長�

 
長�

 
昇�

 
新�

 
臨�

 
長�

 
嘱�

 
長�

 
新�

 
長�

宮
平　

和
美

大
宜
見
朝
之

真
謝
え
り
子

吉
浜　
　

覚

田
仲　
　

敬

水
本　

好
美

宮
城　

伸
子

前
田　

佳
政

宮
城　

利
安

大
城　

伊
仙

山
城　

安
信

知
念　

和
史

江
崎　

宣
文

宮
城　

光
一

住　
　

秀
和

宮
里　

哲
也

津
波
古
達
功

大
城　

清
哉

大
嶺　
　

実

島
袋　

隆
也

照
屋　

一
樹

介
護
保
険
・
老
人
福
祉
・
赤
十
字
社
事
業
・

村
社
協
に
関
す
る
こ
と

心
身
障
害
者
福
祉

児
童
福
祉
・
母
子
福
祉
・
乳
幼
児
医
療
・

保
育
所

保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と
・
後
期
高
齢
者

医
療
・
次
世
代
育
成
に
関
す
る
こ
と

特
定
検
診
に
関
す
る
こ
と
・
保
健
指
導

精
神
、
思
春
期
に
関
す
る
こ
と
・

保
健
指
導

栄
養
に
関
す
る
こ
と
・
母
子
保
健

農
政
総
合
計
画
・
園
芸
活
性
化
・

鳥
獣
防
除
関
係

農
業
基
盤
強
化
促
進
対
策
・
農
業
振
興

地
域
整
備
事
業

農
林
施
設
災
害
・
農
道
林
道
維
持
管
理
・

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
事
業

畜
産
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー

産
業
総
合
計
画
・
水
産
業
全
般

商
工
・
芭
蕉
布
工
芸
自
然
公
園
・
林
業
全
般

苗
圃
の
維
持
管
理
・
病
害
虫
防
除
及
び
対
策

農
家
育
成
指
導
・
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
調
査
及
び
研
究

上
水
道
施
設
整
備
・
下
水
道
施
設
整
備

環
境
・
衛
生
・
下
水
道
施
設
維
持
管
理

水
道
施
設
維
持
管
理
・
水
道
事
業
衛
生
管
理

水
源
基
金
事
業
・
村
道
改
良
事
業
・
河
川
・
港
湾

公
営
住
宅
及
び
団
地
建
設
管
理
・
村
道
維
持
管
理
・
海
浜

村
道
新
設
事
業
・
村
道
維
持
管
理
・
土
木
災
害

保　育　所

塩屋保育所喜如嘉保育所

� 44 － 2500� 44 － 3754

山
川　

和
美

宮
城
み
ゆ
き

浜
元　

涼
子

友
寄　

順
子

宇
良　

由
香

金
城
エ
リ
子

平
良
さ
つ
き

長
浜　

千
明

与
那
嶺
照
子

比
嘉　

悦
子

竹
島　

乃
江

新
城
真
奈
美

山
城　

千
夏

新
城
あ
ゆ
み

平
良　

奈
々

稲
福　

洋
子

所
長

主
任

（
委
託
）

（
委
託
）

（
委
託
）

所
長

主
任

（
委
託
）

（
委
託
）

沖
縄
県
介
護
保
険

広
域
連
合
へ
出
向

金　

城　
　
　

忠

（
兼
務
）



広報� 第194号 6

教育委員会議　　　会農業委員会
�44－3117�44－3477

教　育　長・平良　　宏事務局長・宮城　　豊事務局長・宮城　博俊

教育課長・友寄　景善指導主事・宮城　達也庶務・監査・松川　雄太係　　長・宮城久美子

社
会
教
育
係

�（
4
4
）3
0
0
6

学
校
教
育
係

�（
4
4
）3
0
0
6

教
育
相
談
員

給
食
セ
ン
タ
ー

�（
4
4
）3
7
7
4

幼

稚

園

�（
4
4
）3
5
5
4

喜
如
嘉
小
学
校

�（
4
4
）3
2
1
7

大
宜
味
小
学
校

�（
4
4
）3
1
0
8

塩
屋
小
学
校

�（
4
4
）2
2
3
3

津
波
小
学
校

�（
4
4
）2
1
0
7

大
宜
味
中
学
校

�（
4
4
）2
8
4
0

ＡＬＴ特
別
支
援
教
育

支

援

員

小
学
校

中
学
校

 
長�

 
長�

 
長�

宮
城　
　

敦

藤
田　

元
也

平
良　

一
樹

倉
持　

有
希

島
袋　

恵
子

山
川
ゆ
り
子

伊
是
名
和
代

古
我
知　

睦

玉
城　

宏
美

新
城　

朋
子

山
川
恵
理
子

大
城　

勝
也

山
城　

成
子

平
良　
　

望

上
地　

七
子

山
城　

守
方

山
口　

朝
子

嵩
原　

竹
子

當
山　

政
子

真
謝　

京
子

山
川
い
づ
み

宮
城
留
美
子

山
城　

尉
江

我
那
覇
貴
子

安
里　

郁
江

宮
城　

久
子

佐
久
川
紀
昌

吉
田　

春
子

ク
リ
フ
･
ク
レ
イ
マ
ー
（
委
託
）

ア
ー
ロ
ン
・
キ
ャ
リ
ー
（
委
託
）

平
良
沙
也
加

宮
城　

恵
子

宮
本
さ
く
ら

邊
土
名
え
り
な

宮
城　

美
樹

社
会
教
育
係
・
人
材
育
成

文
化
財
・
社
会
教
育
・
庶
務

生
涯
学
習
・
社
会
体
育

社
会
教
育
指
導
員
（
委
嘱
）

学
校
教
育

教
育
相
談
員
（
委
嘱
）

所
長

調
理
員

調
理
員

調
理
員
（
委
託
）

調
理
員
（
委
託
）

運
転
手
（
委
託
）

教
諭

教
諭
（
委
託
）

教
諭
（
委
託
）

運
転
手
（
委
託
）

図
書
館
司
書
（
委
託
）

用
務
員
（
委
託
）

図
書
館
司
書

用
務
員
（
委
託
）

図
書
館
司
書
（
委
託
）

用
務
員
（
委
託
）

図
書
館
司
書
（
委
託
）

用
務
員
（
委
託
）

図
書
館
司
書

用
務
員
（
委
託
）

運
転
手
（
委
託
）

心
の
教
室
相
談
員
（
委
嘱
）

大
宜
味
小
学
校
（
委
嘱
）

喜
如
嘉
小
学
校
（
委
嘱
）

塩
屋
小
学
校
（
委
嘱
）

津
波
小
学
校
（
委
嘱
）

大
宜
味
中
学
校
（
委
嘱
）

退  

職  

者�

永
年
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た�

退  

職  

者�

永
年
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た�

庁
舎
内 

見
取
り
図�

協
力
し
て
く
れ
た�

   

人
た
ち
と
思
い
を
共
に�

協
力
し
て
く
れ
た�

   

人
た
ち
と
思
い
を
共
に�

山　城　佑　市
指導主事

勤続年数３年

長　浜　美恵子
図書館司書

勤続年数36年

新  

採  

用�

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す�

新  

採  

用�

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す�

庁
舎
内 

見
取
り
図�

協
力
し
て
く
れ
た�

   

人
た
ち
と
思
い
を
共
に�

協
力
し
て
く
れ
た�

   

人
た
ち
と
思
い
を
共
に�

� ������������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　３年間大宜味小学校教頭として現場でお
世話になりましたが、この度の人事異動に
より再度教育委員会へ戻ってまいりました。
生まれジマの子どもたちのため、行政の立
場からできることは何かを考え、課題解決
のために役に立てるよう尽力したいと決意
を新たにしています。ご協力よろしくお願
いします。

　私は、大宜味村で育ち、学び、遊び、そして
沢山の地域住民の皆様に支えられてきました。
　その生まれ育った大宜味村で働けること
をうれしく思います。これからは村民の皆
様との交流を深めていき、大宜味村の振興・
発展に努め、そして感謝の気持ちを忘れず
に全力で頑張っていきたいと思います。村
民の皆様のご指導よろしくお願いします。

教
育
委
員
会

宮　

城　

達　

也

（
大
宜
味
区
出
身
）

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

産
業
振
興
課

大　

城　

伊　

仙

（
根
路
銘
区
出
身
）

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　祖父と父の故郷である、大宜味村で働け
ることを大変嬉しく思います。これから大
宜味村の為に成るよう、日々努力していく
所存でございます。窓口対応しております
ので、役場に足を運ばれた際には、お気軽に
声をおかけ下さい。村民の皆様の、ご指導
宜しくお願い致します。

　地元である大宜味村で働ける事に大変嬉
しく思います。仕事や地域の行事で皆様と
のふれあいを大事にしたいと思います。こ
れからは大宜味村の発展に貢献できるよう
に責任を持って取り組んでいきますので、
皆様のご指導よろしくお願いします。

住
民
福
祉
課

宮　

城　

宏　

幸

（
本
籍
塩
屋
・
沖
縄
市
出
身
）

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

建
設
環
境
課

大　

城　

清　

哉

（
塩
屋
区
出
身
）

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

手
づ
く
り
の
品
と
の
出
会
い�

　
　
　
　  
〜
い
ぎ
み
て
ぃ
ぐ
ま
展
〜�
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新緑の塩屋湾を走ろう�

第33回　塩屋湾一周トリムマラソン大会�第33回　塩屋湾一周トリムマラソン大会�

手
づ
く
り
の
品
と
の
出
会
い�

　
　
　
　  

〜
い
ぎ
み
て
ぃ
ぐ
ま
展
〜�

　

「
第　

回
塩
屋
湾
一
周
ト
リ
ム

３３

マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
主
催
：
同
実
行

委
員
会
）
が
４
月　

日
、
塩
屋
小

１７

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
発
着
点
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
最
多
と
な

る
１
０
９
３
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、

風
光
明
媚
な
塩
屋
湾
を
望
み
な
が

ら
、
春
の
や
ん
ば
る
路
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。
沿
道
で
は
、
地
域
住

民
が
パ
ー
ラ
ン
ク
ー
や
拍
手
で
応

援
し
、
参
加
者
を
勇
気
づ
け
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
辺
土
名
高
校
の
生
徒

も
誘
導
員
補
助
や
場
内
通
告
な
ど

競
技
役
員
と
し
て
加
わ
り
、
大
会

運
営
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
を
通
し
て
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
を
支
援
し
よ
う

と
、
会
場
で
義
援
金
を
募
り
、
大

会
参
加
費
の
１
部
と
合
わ
せ
て
日

本
赤
十
字
社
に
送
り
ま
し
た
。
走

者
も
、
地
域
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
「
あ
き
ら
め
な
い
心
！
東
北
に

光
り
」、「
共
に
手
を
と
り 
心
ひ
と

つ
に
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
刻

ま
れ
た
ゼ
ッ
ケ
ン
を
胸
に
つ
け

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
と
手
づ
く
り
の
工
芸
品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
、
村
内
の
工
芸
家
の
作
品
を
一
堂
に
集
め
た
お
お
ぎ
み
の

工
芸
展
「
第
８
回
い
ぎ
み
て
ぃ
ぐ
ま
展
」（
主
催

：

同
実
行
委

員
会
）
が
４
月
８
日
か
ら　

日
の
３
日
間
、
村
農
村
環
境
改
善

１０

セ
ン
タ
ー
と
村
立
芭
蕉
布
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
展
で
は
、
芭
蕉
布
、
陶
器
、
漆
器
、
木
工
、
藍
染
な
ど
、

村
出
身
者
や
村
内
に
工
房
を
構
え
る　

工
房
が
出
展
し
、

１９

約
５
０
０
点
の
作
品
が
展
示
即
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

期
に
開
花
を
迎
え
る
オ
ク
ラ
レ
ル
カ
の
花
の
色
で
あ
る
紫

を
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
に
、
会
場
が
彩
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

８
回
目
を
数
え
る
今
年
の
テ
ー
マ
展
示
は
、「
八
」
の
「
末

広
が
り
」
に
ち
な
み
、
大
宜
味
村
な
ら
で
は
の
「
長
寿
」。
１

階
の
入
り
口
横
に
設
け
ら
れ
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
角

を
八
角
に
削
っ
た
お
箸
や
、「
風
車
（
か
じ
ま
や
ー
）」
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
藍
染
な
ど
、
長
寿
に
ち
な
ん
だ
作
品
が
並

び
ま
し
た
。「
長
寿
食
」
を
扱
う
こ
と
で
知
ら
れ
る
笑
味
の
店

も
出
展
し
、
限
定
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
工
芸
家
の
作
っ
た
食
器

に
盛
り
つ
け
て
提
供
し
ま
し
た
。

　

「
い
ぎ
み
て
ぃ
ぐ
ま
」
と
い
う
名
称
に
は
、
出
展
者
た
ち

の
「
手
づ
く
り
で
心
を
こ
め
て
つ
く
る
」
と
い
う
思
い
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
同
実
行
委
員
会
会
長
の
前
田
國
男
さ
ん

は
「
時
間
を
か
け
て
手
し
ご
と
で
作
ら
れ
た
も
の
に
は
、
人

の
ぬ
く
も
り
が
あ
る
。
日
常
生
活
の
中
で
使
っ
て
も
ら
い
、

心
が
豊
か
な
暮
ら
し
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
を
支
援
し
よ
う
と
、
工

芸
展
ら
し
く
下
地
正
宏
さ
ん
の
作
っ
た
壷
を
募
金
箱
の
代

わ
り
に
設
置
し
、
義
援
金
を
募
り
ま
し
た
。

手
づ
く
り
の
品
と
の
出
会
出
会
い�
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く
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手
づ
く
り
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出
会
い�

　
　
　
　  

〜
い
ぎ
み
て
ぃ
ぐ
ま
展
〜�

第33回塩屋トリム大宜味村民限定ランキング（各コース１位）

チームdeトリム個人トリム

タイム差平均メンバーチーム名タイム差区氏　　名コース

51秒宮城　梨琉宮城　妃奈野宮城　美也子宮城　利安宮城　弘行塩屋電気Ａ2秒塩屋宮城　純太3km

4分35秒知念　光之介中村　翔一郎中村　力樹島袋　哲也下地　立二えすの里5秒田港山城　嘉治5km

7分59秒平良　佑子山川　広美金城　光代奈良　弘美平良　辰克チーム国場24秒田港富山　清光9.5km

競走の部

3km3km女子3km男子
区分

実走タイム区氏　　名区分実走タイム区氏　　名実走タイム区氏　　名

12分29秒塩屋宮城　一博男子18分55秒大兼久金城　まひろ17分53秒喜如嘉宮城　天音小１

20分26秒塩屋宮城　美也子女子16分15秒饒波外園　華音15分41秒喜如嘉福地　想楽小２

5km18分55秒大宜味照屋　笑夏14分32秒塩屋名嘉　　慶小３

26分22秒津波宮城　理文男子13分56秒喜如嘉嵩原　咲輝13分56秒喜如嘉山城　　樹小４

30分59秒喜如嘉倉持　有希女子14分39秒江洲花城　綾姫13分27秒大兼久金城　元汰小５

9.5km15分00秒喜如嘉福地　　楽14分25秒田嘉里仲原　広大小６

34分06秒謝名城平良　長真男子 16分14秒塩屋吉田　幸乃13分12秒津波田場　　晋中学１位

1時間1分7秒田港松本　安子女子

▲号砲とともに9.5㎞ コースをスタートする参加者ら

▲毎年参加してくれているえすの里の皆さん ▲ほほえましい親子での参加

▲太鼓と拍手で選手を応援するお年寄りたち▲弟の手を引きながらゴールを目指す

▲手でふれて作品を堪能 ▲つくり手と会話を楽しむ来場者ら ▲今年のテーマ展示である「長寿コーナー」
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平成23年度 大宜味村一般会計予算�平成23年度 大宜味村一般会計予算�

地方交付税�
1,360,000（54.1％）�

村　債�
244,500（9.7％）�

その他�
147,017（5.8％）�

村　税�
173,527（6.9％）�

国庫支出金�
128,286（5.1％）�

県支出金�
153,082（6.1％）�

繰入金�
110,881（4.4％）�

民 生 費�
546,433（22.6％）�

総 務 費�
449,381（18.6％）�

衛 生 費�
321,054（13.3％）�

土木費�
111,404（4.6％）�

消防費�
150,032（6.2％）�

教育費�
249,594（10.3％）�

公債費�
260,470（10.8％）�

農林水産業費�
226,690（9.4％）�

おおぎみそんの予算のしくみ�

　地方財政は、企業収益の回復等により地方税収入や地方交付税の原資となる国税収入が一定程度回復することが見込まれ

る一方、社会保障関係経費の自然増や公債費が高い水準で推移することなどにより、依然として大幅な財源不足が生じる見

通しとなっており、このような状況を踏まえて講じられた国の地方財政対策では、地方財政需要の確保、地域活性化や雇用

確保のため、地方交付税を増額する内容となっています。 

　こうした状況を踏まえ、中長期的な視野に立った財政健全化の取り組みを推進するとともに、事務事業全般にわたり見直

し・重点化により財源を確保し、第４次総合計画の実現に向けた予算編成としました。 

　平成23年度一般会計予算の総額は2,513,644千円で対前年度219,913千円の増、率にして9.6％の増となっています。 

　歳入については、普通交付税、国庫支出金、県支出金、繰入金、繰越金等が増加しています。 

　歳出については、行財政改革の効果もあり、職員給で7,631千円の減になっていますが、議員年金廃止に伴う議会議員共

済会負担金17,270千円の増により人件費が増になっています。公債費については公債費負担適正化の観点から、近年の村

債発行抑制により18,302千円の減となっています。一方、投資的経費については、喜如嘉林道開設事業、農村漁村地域整備

交付金事業、防災行政無線整備事業等により増となっています。 

　また、一昨年度からの３次にわたる国の臨時交付金により、喫緊の課題が特定財源により処理できたことにより、今年度

末の基金残高は平成21年度末からほぼ横ばいになる見通しとなっています。

平成23年度（歳入当初予算） 単位：千円・％

前年度比構成比当初予算額区　　分

1.66.9173,527村 税

△3.21.026,157地 方 譲 与 税

△0.81.435,520交 付 金 等

8.654.11,360,000地 方 交 付 税

2.00.512,679分担金及び負担金

16.81.741,995使用料・手数料

36.45.1128,286国 庫 支 出 金

32.46.1153,082県 支 出 金

22.04.4110,881繰 入 金

100.03.280,000繰 越 金

△9.89.7244,500村 債

△0.85.8147,017そ の 他

9.6100.02,513,644歳 入 合 計

【歳入歳出総額 2,513,644 千円】

平成23年度（歳出当初予算） 単位：千円・％

前年度比構成比当初予算額区　　分

29.32.973,715議 会 費

13.717.9449,381総 務 費

7.221.7546,433民 生 費

△16.212.8321,054衛 生 費

71.29.0226,690農 林 水 産 業 費

81.21.127,184商 工 費

38.04.4111,404土 木 費

23.36.0150,032消 防 費

△2.19.9249,594教 育 費

△6.610.4260,470公 債 費

50.63.997,687そ の 他

9.6100.02,513,644歳 出 合 計

平成23年度 大宜味村一般会計予算�

平成23年度�

歳入�
当初予算�

平成23年度�

歳出�
当初予算�

地方交付税�
1,360,000（54.1％）�

村　債�
244,500（9.7％）�

その他�
147,017（5.8％）�

村　税�
173,527（6.9％）�

国庫支出金�
128,286（5.1％）�

県支出金�
153,082（6.1％）�

繰入金�
110,881（4.4％）�

地方交付税�
1,360,000（54.1％）�

民 生 費�
546,433（22.6％）�

総 務 費�
449,381（18.6％）�

衛 生 費�
321,054（13.3％）�

土木費�
111,404（4.6％）�

消防費�
150,032（6.2％）�

教育費�
249,594（10.3％）�

公債費�
260,470（10.8％）�

農林水産業費�
226,690（9.4％）�

民 生 費�
546,433（22.6％）�

分担金及び負担金�
12,679（0.5％）�

使用料・手数料�
41,995（1.7％）�

繰 越 金�
80,000（3.2％）�

村　債�
244,500（9.7％）�

その他�
147,017（5.8％）�

村　税�
173,527（6.9％）�

商工費�
27,184（1.1％）�

地方譲与税�
26,157（1.0％）�

議 会 費�
73,715（3.1％）�

交付金等�
35,520（1.4％）�

国庫支出金�
128,286（5.1％）�

県支出金�
153,082（6.1％）�

総 務 費�
449,381（18.6％）�

衛 生 費�
321,054（13.3％）�

土木費�
111,404（4.6％）�

消防費�
150,032（6.2％）�

教育費�
249,594（10.3％）�

公債費�
260,470（10.8％）�

農林水産業費�
226,690（9.4％）�

繰入金�
110,881（4.4％）�

�

おおぎみそんの予算のしくみ�
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歳　入（収入）
平成23年度一般会計予算（1年間の収入） 単位：千円

金　　額区　　分区　　分

173,527住民の皆様が、村に納める税金です。村  税

61,677住民の皆様が、国に納める税金の一部が市

町村に交付されます。使い道は自由です。

譲与税・交付金

1,360,000地 方 交 付 税

12,679
事業を行ううえで、その事業に係る経費の一

部を受益の割合に応じ負担していただきます。
分担金及び負担金

41,995村の施設を利用する際、支払うお金です。使用料・手数料等

281,368
住民の皆様が、国に納める税金の一部が市町村

に交付されます。使い道が決められています。
国・県支出金等

110,881主に基金を取り崩しています。繰 入 金

80,000前年度からの繰越金です。繰 越 金

244,500国や銀行からの借金です。村　 債

147,017その他の収入そ の 他

2,513,644計

　大宜味村の一般会計予算をみてみると、83％が国からの交付税や国庫

金などによる依存財源で、村が自主的に収入できる自主財源はわずか

17％しかありません。今後は自主財源の比率を伸ばしていく方法を検討

していかなければなりません。

家計簿に置き換えてみると・・・

１年間の収入（100分の1） 単位：万円

金 額収　入　項　目

174給料（村税）

1,422親からの仕送り（交付税等）

13諸手当（分担金及び負担金）

42副業（使用料・手数料）

281
親から特別にもらう仕送り

（国・県支出金等）

111預金の取り崩し（繰入金）

80現金の残り（繰越金）

245銀行からの借金（村債）

147その他

2,514計

　家計簿に置き換えた１年間の収入

をみてわかるとおり、大宜味村の実

情は親からの仕送りに頼っているこ

とがはっきりわかります。また、銀

行からの借金や預金の取り崩しを毎

年行っています。

歳　出（支出）
平成23年度一般会計予算（1年間の支出） 単位：千円

金　　額区　　分区　　分

625,363職員・特別職等の給料などにかかる費用です。人 件 費

191,673障害者支援などの福祉や医療にかかる費用です。扶 助 費

260,470借金の返済に係る費用です。公 債 費

437,195光熱水費、消耗品費、切手等にかかる費用です。物 件 費

12,416施設の維持管理のための費用です。維 持 補 修 費

391,994一部事務組合等に対する負担金等です。補 助 費 等

4株の出資、貸付金に係る経費です。投資及び出資金等

223,928
学校、住宅、道路などの基盤整備に関す

る費用です。
普通建設事業費

1,372災害にかかる復旧に関する費用です。災害復旧事業費

70,353各種基金への積立です。積 立 金

272,941特別会計への繰出です。繰 出 金

25,935緊急に支出を必要とした場合に使います。予 備 費

2,513,644計

家計簿に置き換えてみると・・・

１年間の収入（100分の1） 単位：万円

金 額収　入　項　目

625食費（人件費）

192医療費（扶助費）

868
光熱水費・通信費、その他

（物件費・補助費等）

225家のリフォーム（普通建設事業費）

273子どもへの仕送り（繰出金）

260ローン返済（公債費）

70貯金（積立金）

2,514計

　家計簿に置き換えた1年間の支出を

みてみると、食費、光熱水費・通信費、

その他の占める割合が全支出の59％

もあります。人口の少ない市町村に

おいては、食費の割合はどうしても高

くなる傾向にありますが、平成16年度

と比較すると28％減になっています。 

　ローンの返済も減少傾向にありますが、こどもへの仕送りもあるなか家のリフォームも行わなければなりませ

ん。子どもたちには早く独立してもらいたいところです。 

　来年以降も医療費も増えていくものと思われます。食費、光熱水費等については、これからも切り詰めていかな

ければなりません。

平成23年度 大宜味村一般会計予算�

地方交付税�
1,360,000（54.1％）�

村　債�
244,500（9.7％）�

その他�
147,017（5.8％）�

村　税�
173,527（6.9％）�

国庫支出金�
128,286（5.1％）�

県支出金�
153,082（6.1％）�

繰入金�
110,881（4.4％）�

民 生 費�
546,433（22.6％）�

総 務 費�
449,381（18.6％）�

衛 生 費�
321,054（13.3％）�

土木費�
111,404（4.6％）�

消防費�
150,032（6.2％）�

教育費�
249,594（10.3％）�

公債費�
260,470（10.8％）�

農林水産業費�
226,690（9.4％）�

おおぎみそんの予算のしくみ�おおぎみそんの予算のしくみ�おおぎみそんの予算のしくみ�
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そうか病� かいよう病�

　このたび山城清安さんは、総務大臣から行政相
談委員に委嘱されました。期間は、平成25年３
月31日までの２年間となっています。�
　行政相談委員は、行政相談委員法に基づき、国
の行政運営の改善等に熱意を有する方に対して、
総務大臣が委嘱するものです。�
　行政相談委員は、国民が毎日の暮らしの中で感
じている国の役所等の仕事について、苦情や意見・
要望を直接受付け、その解決・実現に努めています。�
　相談事がありましたら、お気軽にご利用下さい。�
�
●お問い合せ先�
　沖縄行政評価事務所　TEL098-866-0148

行政相談委員に�

山城清安さんを委嘱�
行政相談委員に�

山城清安さんを委嘱�
行政相談委員に�

山城清安さんを委嘱�

〜
メ
ッ
シ
ュ
だ
よ
り
〜

①メッシュ民間救急ヘリ運航継続決定！�
　多くの方々のご支援により平成23年夏ごろまでの�
運航が決定しました。�
�
②岩手県災害本部の要請によりメッシュヘリ出動！�
　東日本大震災支援の為、メッシュヘリは３月30日よ
り４月12日まで岩手県での大役を終えました。花巻空
港を拠点に医師や医薬品運搬などの支援活動をしました。
飛行実績５１件�
�
③メッシュ北部（名護）事務所再開します！�
　GW明けにスタッフの常駐を予定しています。今まで
以上に北部地域の皆様にご理解頂けるよう邁進する所
存です。�
�
④那覇事務局を北部情報発信所として開設します！�
　那覇事務所にて北部地区における「旬」の情報やイ
ベント関連などを発信することになりました。是非、
ご利用下さい。�

NPO法人 メッシュサポート事務局�
　那覇市壷川3-4-26 オキジム壷川ビル1階 電話 098-835-9100

日本赤十字社へのご協力�
お願いします。�
日本赤十字社へのご協力�
お願いします。�

人権擁護委員の日�
みんなで築こう 人権の世紀�
～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～�

人権擁護委員の日�
みんなで築こう 人権の世紀�
～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～�

沖縄県支部長　仲井眞　弘多　　大宜味分区長　島袋 　義久�沖縄県支部長　仲井眞　弘多　　大宜味分区長　島袋 　義久�

　
赤
十
字
は
、
多
く
の
人
の
協
力
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
活
動
資
金
に
込
め
ら
れ
た
あ
な
た

の
思
い
が
国
の
内
外
で
多
く
の
人
々
を
助
け
て

い
ま
す
。�

　
昨
年
も
大
宜
味
村
民
、
大
宜
味
村
建
設
業
者

会
等
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
。

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
年
度
も
、
赤
十
字

の
人
道
的
活
動
を
支
え
る
「
赤
十
字
社
員
」
を

５
月
の
赤
十
字
月
間
に
あ
わ
せ
募
集
致
し
ま
す
。�

　
社
員
と
は
赤
十
字
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
い
た
方
で
、
毎
年
一
定
額
（
５
０
０
円
）

の
社
費（
会
費
）を
納
入
い
た
だ
け
る
個
人
と
法

人
の
こ
と
で
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。�

　
戦
争
や
災
害
や
病
気
で
苦
し
む
人
が
い
る
。

何
と
か
し
た
い
、
助
け
て
あ
げ
た
い
。
あ
な
た

も
赤
十
字
の
活
動
を
支
え
る
一
人
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。�

＊
各
字
区
長
さ
ん
へ
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。��

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
相
談
所
開
設�

日
時
　
平
成
23
年
６
月
１
日
（
水
）�

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

場
所
　
大
宜
味
村
役
場
　
第
２
会
議
室�

　
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
内
の
も
め
ご

と
、
い
じ
め
・
体
罰
に
関
す
る
問
題
、
離
婚
、

扶
養
、
相
続
、
遺
言
、
借
地
借
家
等
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。�

　
相
談
は
無
料
で
、
難
し
い
手
続
き
も
な
く
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。�

【
お
問
い
合
せ
先
】�

大
宜
味
村
　
総
務
課�

電
話
番
号
（
０
９
８
０
）４
４
│
３
０
０
１�

�

■
大
宜
味
村
役
場
・
住
民
福
祉
課
　
　
４
４
│
３
０
０
３�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
十
字
担
当
／
宮
平
和
美�

村の人口�
３月末現在�

村の人口�
３月末現在�

５月� 大宜味村カレンダー�大宜味村カレンダー�5月1日～6月10日�5月1日～6月10日�

ご 

寄 

付�

ご 

寄 

付�



11 広報� 第194号

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン�

「
か
い
よ
う
病
」�

「
そ 

う 

か 

病
」�

対
策�

対
策�

行政相談委員に�

山城清安さんを委嘱�
行政相談委員に�

山城清安さんを委嘱�
日本赤十字社へのご協力�
お願いします。�

人権擁護委員の日�
みんなで築こう 人権の世紀�
～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～�

沖縄県支部長　仲井眞　弘多　　大宜味分区長　島袋 　義久�

男�

女�

計�

1,744人�

1,654人�

3,398人�

（+5）�

（+2）�

（+7）�

村の人口�
３月末現在�

村の人口�
３月末現在�

村の人口�
３月末現在�

世帯数 1,661世帯（+9）�
出　生 ３人　　　転　入 37人�
死　亡 ２人　　　転　出 31人�
※注（　）内数は対前月比�

５月�５月� 大宜味村カレンダー�大宜味村カレンダー�大宜味村カレンダー�5月1日～6月10日�5月1日～6月10日�5月1日～6月10日�May June

!

ご 

寄 

付�

ご 

寄 

付�

ご 

寄 

付�

　
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ�

古
波
蔵
　
義
照
　
様  

　
３
万
円
　�

◎
江
洲
区�

母
　
ナ
ツ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て�

の代表監査員に�
前田國男氏�村�村�

　４月１日付けで、村の代
表監査委員に前田國男氏（謝
名城）が就任し、委嘱状が
交付されました。前田氏は
２期目の就任となります。�
　任期は４年間で、村議会
議員選出の監査員大城佐一
氏（塩屋）と二人で、役場
の事務事業などが適正に執
行されているか、チェック
を行います。�

�

災
害
に
強
い�

地
域
を�

目
指
し
て�

│
根
路
銘
区
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成
│�

　
根
路
銘
区
で
は
こ
の
ほ
ど
、
村

内
初
と
な
る
地
域
住
民
で
組
織
す

る
根
路
銘
区
自
主
防
災
会
（
会
長

宮
城
健
隆
）
を
結
成
し
、
そ
の
第

１
回
目
の
会
議
が
３
月
23
日
、
同

区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
組
織
は
、
会
長
、
副
会
長
ほ
か
、

消
化
班
、
避
難
誘
導
班
、
救
出
・

救
護
班
、
給
食
・
給
水
班
の
４
つ

に
分
け
て
構
成
さ
れ
、
全
区
民
を

会
員
と
し
て
い
ま
す
。
同
区
が
定

め
る
防
災
計
画
で
は
、
地
震
、
火
災
、

風
水
害
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備

え
た
防
災
訓
練
や
、
災
害
発
生
時

の
防
災
組
織
の
任
務
分
担
な
ど
が

ま
と
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
６
月
12
日
に
は
、
全
国
一
斉
に

実
施
さ
れ
る
土
砂
災
害
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
を
行
う
予
定
で
、
会

長
の
宮
城
さ
ん
は
「
み
ん
な
が
災

害
に
対
し
て
防
災
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
大
切
。
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
気
概
で
、

根
路
銘

区
が
17

字
区
の

モ
デ
ル

地
区
と

し
て
先

陣
を
切

り
た
い
」

と
意
気

込
ん
で

い
ま
す
。�

▲前田 國男 氏�

▲会議で話し合う地域住民ら�

�

日1
◆ＰＴＡ総会（大宜味・塩屋・津波小学校）月2
憲法記念日火3
みどりの日水4
こどもの日木5
◆春の遠足（村内４小学校）金6

土7
母の日日8

月9
火10

◆春の交通安全出発式　◆村老連定期総会水11
木12

◆春の遠足（塩屋保育所）金13
◆沖縄県植樹祭（大宜味村「結の浜」）土14
家庭の日　◆ミニバスケット辺土名ブロック交歓会日15

月16
火17

◆春の遠足（喜如嘉保育所）水18
木19

◆４小学校ＰＴＡプール清掃金20
◆第２１回やんばる駅伝（伊是名島）大会土21

◆村野球大会日22
月23

◆村教委計画訪問（塩屋小）火24
◆村学対家庭・地域教育部会水25

木26
金27
土28

◆村野球大会日29
月30

◆村教委計画訪問（大宜味中）火31
June６月
◆区長会水1
◆村教委計画訪問（喜如嘉小）木2
振替休日（大宜味中）　◆各種団体ＧＧ大会　金3
◆地区中体連夏期総体（～５日）土4

日5
振替休日（大宜味中）月6
◆村学力向上対策委員会総会火7

水8
木9
金10



村内あれこれ�村内あれこれ� キラリおおぎみ
───いい人・いい村・黄金村

　現在、おおぎみまるごとツーリズム協会は、ぶ
ながや館（大保ダム内）を拠点として活動しており、
「体験してこそ、深みのある観光」という考えをも
とに、宮城さんを中心に“大宜味村らしい”観光
のあり方を模索中。ノルディックウォーキングなど
の運動も取り入れた、新しいプランもすでに実施
しているところだ。�
　今後は、行政・民間・地域の３者の連携を図る
ことが大きな課題となる。「地域ぐるみでの受け入
れ態勢を築き、質の高い観光産業を作っていきたい」
という宮城さん。その実現に向け、ぶながや館で
尽力する日々を送っている。�

ＮＰＯ法人 おおぎみまるごとツーリズム協会�
宮 城　健 隆さん（根路銘区）�名

前�

　おおぎみまるごとツー
リズム協会の理事長であり、
根路銘区の区長も務める
宮城健隆さん。生まれは
宮城県だが、母親が根路
銘区出身という縁もあり、
定年退職後に大宜味村に
移り住んだ。大宜味村に
来て７年目となる今も、
大宜味村を他には負けな
い観光のむらにしようと
奮闘している。�

キラリおおぎみ
───いい人・いい村・黄金村キラリおおぎみ
───いい人・いい村・黄金村

　村津波の山城茶園・山城勝則さん（謝名城）の畑で４月６日、
一番茶の茶摘みが行われました。収穫されたのは、緑茶の「さえ
みどり」という品種で約1500キロを収穫しました。山城さんは、
おいしくて、安心して飲んでもらうため、ＥＭ菌を混ぜた土を使い、
無農薬栽培にこだわったお茶作りをしています。昭和20～30年代
は、大宜味はお茶どころとして知られており、その復活を願って
お茶作りに励んでいると言います。現在、２つ目の茶畑も準備中で、
２年後から収穫が始まります。山城さんは「今後、仲間を増やし
て大宜味村のお茶として全国にＰＲしたい」と意気込んでいます。
山城さんのつくる長寿の恵み「大宜味産の茶」は、道の駅おおぎ
みとコープおきなわを中心に販売されています。�

ご入学おめでとうございます。ピカピカの１年生�ご入学おめでとうございます。ピカピカの１年生�ご入学おめでとうございます。ピカピカの１年生�

大宜味小学校　男子２名・女子９名　計11名� 喜如嘉小学校　男子２名・女子３名　計５名�

津波小学校　男子２名・女子３名　計５名� 塩屋小学校　男子４名・女子４名　計８名�
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